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登録リスト（該当：8件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 沓掛酒造　蔵見学　PART3]	沓掛酒造　蔵見学　PART3	こちらは沓掛酒造の「互」シリーズです！！互いに酒を酌み交わすという意味で互と書いて「ご」と読みます。面白いのがそのシリーズの名前で、先発、中継ぎ、抑え、隠し玉、夏の青春など、野球に関連した名前になっています。
その中でも「先発はストレート勝負ピッチャーで、体力あるんだよ」言っていたのが面白かったです＾＾	2024-02-13
	2	[image: 沓掛酒造　蔵見学　PART2]	沓掛酒造　蔵見学　PART2	今回は発酵を行う場所の投稿だ！！ここでは糖化（でんぷんをブドウ糖に）とアルコール発酵（ブドウ糖をアルコールに）の２つの化学反応が起こっている。温度管理が大切で、タンクに巻き付けた布団のようなものに水を入れて調節しているそうだ。	2024-02-13
	3	[image: 沓掛酒造　蔵見学　PART1]	沓掛酒造　蔵見学　PART1	沓掛酒造の蔵見学に行ってきました。杜氏さんから蔵の歴史や、酒造りの工程のお話を聞いた。
昔は小谷村からオフシーズンの農家さんたちを雇って大人数で日本酒を作っていたが、今は全員で4人だけ！
写真は蒸した米に麹をかけてでんぷんをブドウ糖に変える麹室。	2024-02-13
	4	[image: 蚕種製造酒類醸造 沓掛権右衛門(日本博覧図1897所載)]	蚕種製造酒類醸造 沓掛権右衛門(日本博覧図1897所載)	『日本博覧図』は関東を中心とした地域の名所旧跡、寺社、豪商の邸宅等を描いた銅版画集。1897年(明治30年)発刊の第12編には上田小県の寺社・邸宅等20点の銅版画が収録されている。「沓掛権右衛門」（旧塩尻村下塩尻）はその一つである。

沓掛権右衛門は、沓掛家当主が代々受け継いできた世襲名である。

図版「沓掛権右衛門」のタイトルには「蚕種製造酒類醸造」と添えられている。図からは1897年当時は手前が蚕種製造所、その奥が酒類醸造所であったことがわかる。現在は種類醸造所となり、建物は殆どが建て替わっている。図右端の建物のみ現在の建物と形状がほぼ一致する。ただし敷地の後方には虚空蔵山の裾野が迫っており、この図に描かれたような広大な姿であったかどうかは検証がいる。

なお、図版中のアルファベット記述は全てヘ	2020-09-24
	5	[image: 下塩尻蚕種製造民家群の佇まい]	下塩尻蚕種製造民家群の佇まい	2017/11/27の記録。日本一の蚕種製造地を私は「上塩尻蚕種製造民家群」と呼んできましたが、より包摂的には「塩尻地区蚕種製造民家群」と呼ぶのが適切です。本日、日本ナショナルトラストのUさんが上田に来訪され、地元の方と塩尻地区（秋和・上塩尻・下塩尻）を見聞しました。

下塩尻はこれまであまり見聞したことがなく、地元のMさんの御案内で私も認識を新たにしました。下塩尻は北国街道沿いばかりでなく、千曲川沿いの一帯に「蚕種製造民家群」が集積しています。上塩尻と違い、千曲川沿いの低地に屋敷が広がっているせいか、一軒一軒の家々の敷地が広く、狭いところに屋敷がひしめきあう上塩尻とは対照的です。総じてゆったり感があります。その佇まいが下塩尻の景観をなしています。川べりという立地のせいか、集落の景観が群馬県	2020-07-18
	6	[image: まちあるき「魅力新発見 蚕種の里・上塩尻を歩く」]	まちあるき「魅力新発見 蚕種の里・上塩尻を歩く」	2019/06/30上田市観光協会主催の上塩尻まちあるきに同行してきました。このまちあるきの企画は観光協会さんからご相談を受け、上塩尻の方々のご協力もいただいて実施したものです。

「観光地」のまちあるきではなく、歴史文化の素晴らしい地域資源を市民の皆様に触れていただく機会を提供し、地元をより深く知ってもらうことがねらいの一つです。

大雨が懸念されましたが、幸い、雨はやんだだけでなく、日差しが照り付け気温30度を超える過酷な気候条件でのまちあるきとなりました。

上塩尻の藤本蚕業歴史館に参加者が集合。私からも挨拶をさせていただきました。藤本蚕業歴史館を見学した後、藤本の蚕室を見学。「埋薪」（まいしん）という言葉を皆さん初めて接したようです。その後、加賀の殿様が参勤交代で使用した厠のある清水さ	2020-07-18
	7	[image: 沓掛酒造　郷の蔵]	沓掛酒造　郷の蔵	「沓掛」これは何て読むかわかりますか？私は読めませんでした。「くつかけ」と読むそうです。名前の由来は沓掛権右衛門が避けず栗を始めたあことに由来するそうです。画像にあるのは沓掛酒造の直売店郷の蔵になります。郷の蔵は通りに面していてわかりやすいですが蔵自体は少し奥まっていてわかりにくかったです。この蔵では福無量という日本酒を作っていて香りが高く味わいのある上田市の地酒になっています。蔵開きがされ、蔵の見学ができるので日本酒に興味のある人はぜひ訪れてみてください。	2020-05-26
	8	[image: 沓掛酒造]	沓掛酒造	沓掛酒造	2020-04-23
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